
柿
衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
―
越
人
―
―

辻

村

尚

子

要

旨
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
が
所
蔵
す
る
越
人
書
簡
の
全
文
を
翻
刻
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
尾
張
蕉
門
を
代
表
す
る
俳
人
の
一

人
で
あ
る
越
人
は
、
芭
蕉
在
世
時
に
は
『
春
の
日
』『
猿
蓑
』
等
の
蕉
門
俳
書
に
入
集
す
る
ほ
か
、
芭
蕉
の
更
科
紀
行
の
旅
に
同
行
す
る
な
ど
、
芭
蕉
に
親
炙
し
、

蕉
門
俳
人
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
芭
蕉
の
没
後
、
一
時
俳
壇
か
ら
離
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
正
徳
期
に
復
帰
を
遂
げ
、

享
保
末
年
に
至
る
ま
で
蕉
門
俳
人
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。

柿
衞
文
庫
が
所
蔵
す
る
書
簡
は
、
い
ず
れ
も
越
人
の
俳
壇
復
帰
後
、
享
保
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
編
著
の
編
集
過
程
や
門
人
へ
の
対
応
等
、
越
人
晩
年
の

俳
諧
活
動
の
具
体
を
う
か
が
う
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
越
人
、
蕉
門
、
書
簡
、
柿
衞
文
庫

大
手
前
大
学
論
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第
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号
（
⚒
⚐
⚒
⚒
）
35

－

47
頁

（ ）

【T：】Edianserver/大手前大学/論集/第23号（2022)/〔資料調査〕辻村尚子
（2022年度）⚓ 校

35



公
益
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
が
所
蔵
す
る
俳
人
書
簡
の
中
か
ら
、
蕉
門
俳
人

越
人
の
書
簡
を
紹
介
す
る
。

蕉
門
俳
人
の
書
簡
研
究
に
お
い
て
は
、
蕉
門
俳
人
（
一
部
蕉
門
以
外
を
含

む
）
七
十
一
名
の
書
簡
三
百
十
通
を
収
録
す
る
飯
田
正
一
編
『
蕉
門
俳
人
書

簡
集
』（
昭
和
四
十
七
年
、
桜
楓
社
）
が
基
本
文
献
で
あ
る
。
同
書
以
後
、

個
々
の
俳
人
研
究
や
地
方
俳
壇
研
究
に
お
い
て
の
報
告
も
あ
る
が
、
伝
存
資

料
の
乏
し
さ
も
あ
り
、
芭
蕉
書
簡
研
究
の
蓄
積
と
充
実
に
比
べ
れ
ば
、
研
究

の
遅
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。

柿
衞
文
庫
の
資
料
は
、
創
設
者
岡
田
利
兵
衞
（
雅
号
：
柿
衞
。
明
治
二
十

五
～
昭
和
五
十
七
年
）
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核
と
す
る
。
伊
丹
に

江
戸
時
代
か
ら
続
く
酒
造
家
の
第
二
十
二
代
当
主
で
あ
り
、
伊
丹
町
長
・
伊

丹
市
長
を
歴
任
し
た
岡
田
利
兵
衞
に
は
、
俳
文
学
者
と
し
て
の
一
面
も
あ
っ

た
。
郷
土
伊
丹
の
俳
人
鬼
貫
か
ら
始
ま
っ
た
俳
諧
研
究
は
室
町
連
歌
か
ら
近

代
俳
句
に
ま
で
及
び
、
著
書
『
芭
蕉
の
筆
蹟
』（
昭
和
四
十
三
年
、
春
秋
社
）

で
は
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
、
芭
蕉
筆
蹟
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
る
。
そ
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
は
、
学
術
研
究
を
目
的
と
し
て
収
集
さ
れ
た
資
料
と

い
う
点
に
あ
る
。
蕉
門
俳
人
書
簡
に
つ
い
て
も
然
り
で
、
研
究
価
値
の
高
い

資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
芭
蕉
に
比
べ
、
展
観
さ
れ
る
機
会
が
少
な
く
、

未
公
開
の
ま
ま
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
資

料
の
中
か
ら
、
越
人
の
書
簡
を
紹
介
す
る
。

越
人
（
明
暦
二
〈
元
年
説
も
〉～
享
保
末
年
）
は
、
尾
張
蕉
門
を
代
表
す

る
俳
人
の
一
人
で
あ
る
。
芭
蕉
へ
の
入
門
は
、「
野
ざ
ら
し
紀
行
」（
貞
享
元

年
）
の
旅
で
芭
蕉
が
名
古
屋
を
訪
れ
た
折
と
さ
れ
て
い
る
。『
春
の
日
』（
貞

享
三
年
）
に
初
入
集
を
果
た
し
、
貞
享
四
年
に
は
芭
蕉
と
と
も
に
三
河
国
伊

良
古
崎
に
隠
棲
中
の
杜
国
を
訪
問
、
翌
年
は
芭
蕉
の
「
更
科
紀
行
」
に
も
同

行
し
、
芭
蕉
と
親
交
を
深
め
た
。『
あ
ら
野
』（
元
禄
二
年
）、『
猿
蓑
』（
元

禄
四
年
）
に
入
集
す
る
ほ
か
、『
ひ
さ
ご
』（
元
禄
三
年
）
で
は
序
を
寄
せ
て

お
り
、
尾
張
蕉
門
の
主
要
作
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
芭
蕉
没
後
、
俳
壇
の
表

舞
台
か
ら
姿
を
消
し
、
一
時
消
息
不
明
と
な
っ
た
が
、
正
徳
期
に
俳
壇
復
帰

を
果
た
し
、
以
後
、
享
保
期
の
晩
年
に
至
る
ま
で
蕉
門
俳
人
と
し
て
活
動
を

続
け
た
（
⚑
）。

越
人
の
書
簡
は
、『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』
に
収
録
さ
れ
る
十
三
通
の
ほ
か
、

名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
の
問
景
宛
七
通
（『
愛
知
県
史
資
料
編
20
近
世
⚖

学
芸
』
平
成
二
十
四
年
、
愛
知
県
に
翻
刻
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
柿
衞
文
庫

に
は
次
の
十
二
通
を
所
蔵
す
る
。

⚑

問
景
宛

六
月
十
七
日
付

⚒

問
景
宛

六
月
二
十
九
日
付

⚓

問
景
宛

七
月
四
日
付

⚔

問
景
宛

七
月
五
日
付

⚕

問
景
宛

十
五
日
付

大
手
前
大
学
論
集
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（
⚒
⚐
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⚖

問
景
宛

九
月
十
五
日
付

⚗

問
景
宛

九
月
二
十
五
日
付

⚘

問
景
宛

十
月
十
六
日
付

⚙

問
景
宛

十
二
月
二
十
三
日
付

10

志
厚
宛

六
月
十
七
日
付

11

石
杖
宛

七
月
十
二
日
付

12

門
左
衛
門
宛

九
月
六
日
付

便
宜
上
、
問
景
宛
（
⚑
～
⚙
）
と
そ
の
他
宛
（
10
～
12
）
に
分
け
た
。
い
ず

れ
も
俳
壇
復
帰
後
、
正
徳
か
ら
享
保
期
の
書
簡
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
、

越
人
は
『
鵲
尾
冠
』（
享
保
二
年
）
に
始
ま
り
、『
み
つ
の
か
ほ
』（
享
保
十

一
年
）、『
庭
竃
集
』（
享
保
十
三
年
）、『
猫
の
耳
』（
享
保
十
四
年
）
と
続
け

て
撰
集
を
刊
行
し
て
お
り
、
晩
年
に
至
る
ま
で
精
力
的
に
活
動
を
続
け
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
書
簡
の
大
部
分
は
、
こ
の
時
期
の
越
人
門
の
主
要
作
者

で
あ
っ
た
問
景
に
宛
て
た
も
の
で
、
門
人
交
流
の
具
体
を
う
か
が
い
得
る
資

料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
越
人
の
筆
蹟
資
料
と
し
て
も
研
究
に
貢
献

す
る
も
の
で
あ
る
。

十
二
通
の
う
ち
、
⚑
・
⚒
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
俳
壇
復
帰
後
の
越
人

―
問
景
宛
書
簡
二
通
の
紹
介
と
考
察
―
（
⚒
）」
に
、
⚕
は
「
越
人
筆
問
景
あ
て
書

簡
―『
庭
竃
集
』
の
編
集
―
（
⚓
）」
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
。
本
稿
で
は
、
残
る

九
通
の
書
簡
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
な
お
、
⚓
・
⚔
・
⚖
・
⚗
・
⚘
に
つ
い

て
は
、
注
⚓
稿
に
一
部
引
用
し
た
が
、
今
回
改
め
て
全
文
を
紹
介
す
る
。
ま

た
、
10
は
、『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』
に
『
思
文
閣
古
書
資
料
第
十
八
号
附
録
』

（
昭
和
三
十
四
年
）
掲
載
写
真
図
版
に
よ
り
既
に
紹
介
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
原
簡
に
よ
り
同
書
の
翻
刻
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
る
箇
所
が
あ
る
た

め
、
こ
れ
も
改
め
て
紹
介
す
る
。

【
翻
字
・
解
説
方
針
】

【
書
誌
】【
翻
字
】【
解
説
】
か
ら
成
る
。【
書
誌
】
に
は
書
簡
の
形
態
・
数

量
・
本
紙
寸
法
を
記
す
。【
翻
字
】
は
、
原
文
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と

し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
て
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用

い
、
句
読
点
・
濁
点
を
施
し
た
。
虫
損
・
破
損
等
に
よ
る
判
読
不
能
の
箇
所

は
□
（
一
字
）・［

］（
二
字
以
上
）
で
示
し
た
。
尚
々
書
は
二
字
下
げ
で

記
し
た
。【
解
説
】
に
は
年
次
推
定
の
根
拠
と
、
内
容
の
要
点
を
記
し
た
。

⚑

問
景
宛

六
月
十
七
日
付

⚒

問
景
宛

六
月
二
十
九
日
付

⚑
・
⚒
は
辻
村
尚
子
「
俳
壇
復
帰
後
の
越
人
―
問
景
宛
書
簡
二
通
の
紹

介
と
考
察
―
」（
注
⚒
）
に
掲
載

⚓

問
景
宛

七
月
四
日
付

【
書
誌
】

柿
衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
越
人
―
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紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
二
三
・
九
×
三
三
・
三
糎
。

【
翻
字
】

一
昨
日
者
扨
々
御
馳
走
忝
奉
存
候
。

今
日
ハ
は
や
く
可
参
奉
存
候
。
再
昨
日
ゟ

身
う
そ
寒
ク
、
少
頭
痛
も
仕
、
熱
も

御
座
候
。
大
か
た
は
や
り
候
瘧
か
、
又
ハ
風
引
候

ニ
て
可
有
奉
存
候
間
、
ふ
く
わ
ん
き
ん
、
正
気
散

被
下
候
ハ
ヾ
能
可
有
と
奉
存
候
。
乍
御
六
か
し
、

急
ニ
追
出
し
候
御
薬
二
三
帖
御
合
せ
被
遊

可
被
下
候
。
只
今
ゟ
被
下
昼
比
ニ
飛
泉
へ
参
上

可
仕
候
。
左
程
之
事
ニ
て
ハ
無
御
座
候
へ
共
、

ケ
様
之
賊
早
ク
か
り
申
候
よ
く
御
座
候
間

申
上
候
。
心
事
後
刻
貴
面
。
以
上

七
月
四
日

問
景
公
玉
几
下

越
人

【
解
説
】

一
昨
日
の
ご
馳
走
の
礼
状
。
実
は
そ
の
前
日
か
ら
、
越
人
は
寒
気
・
頭

痛
・
発
熱
と
体
調
不
良
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
ふ
く
わ
ん
き
ん
（
不
換
金
）・

正
気
散
」（
い
ず
れ
も
風
邪
薬
）
の
調
合
を
問
景
に
依
頼
し
て
い
る
。「
こ
ん

な
賊
は
早
く
狩
り
と
っ
て
し
ま
い
た
い
」
と
諧
謔
を
交
え
て
い
る
点
、
問
景

と
の
親
交
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
問
景
の
伝
は
殆
ど
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
本
書
簡
か
ら
薬
種
商
で
あ
っ
た
か
、
と
も
想
像
さ
れ
る
。
書
簡
中
に
登

場
す
る
飛
泉
は
、
越
人
が
『
俳
諧
冬
の
日
槿
花
翁
之
抄
』
を
与
え
た
神
戸
飛

泉
の
こ
と
で
あ
る
。
尾
張
の
名
門
神
戸
氏
の
三
代
目
た
る
こ
と
を
嘱
望
さ
れ

て
い
た
が
、
享
保
八
年
、
二
十
七
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
。
小
出
侗
斎
に

儒
学
を
学
び
、
越
人
に
は
享
保
初
年
入
門
し
た
と
い
う
（
石
田
元
季
「『
冬

の
日
』
越
人
註
」『
俳
文
学
論
考
』
昭
和
十
九
年
、
養
徳
社
）。
飛
泉
の
没
年

か
ら
、
書
簡
の
年
次
は
享
保
初
年
か
ら
八
年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚓
号
〕

⚔

問
景
宛

七
月
五
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
二
四
・
〇
×
三
九
・
〇
糎
。

【
翻
字
】

［

］
御
手
前
ニ
も
御
心
す
ぐ
れ
ず

［

］
ニ
近
比
わ
り
な
き
儀
申
上
候
。
以
上

昨
日
者
終
日
得
尊
意
大
望
之
至
、
も
は
や

此
上
ニ
ハ
不
可
過
奉
存
候
。
殊
ニ
御
気
色
も

御
す
ぐ
れ
不
被
為
遊
候
ニ
、
別
而
ハ
亭
主
、

扨
者
愚
老
珍
重
之
御
事
ニ
奉
存
候
。

大
手
前
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一
、
私
之
儀
何
と
や
ら
瘧
く
さ
き
事
ニ

御
座
候
。
き
の
ふ
ハ
罷
有
候
間
殊
之
外
熱
ニ
て
、

帰
宅
仕
候
て
も
其
通
、
御
薬
を
夜
中

被
下
、
今
朝
ハ
脈
も
静
ニ
心
よ
く
罷
成
候
。

併
腹
之
味
、
頭
之
様
子
な
ど
、
い
ま
だ
其
名
残

有
様
ニ
御
座
候
。
可
然
被
遊
候
ハ
ヾ
御
薬
御

調
合
被
遊
可
被
下
候
。
大
方
御
影
ニ
而
よ
く
罷
成

可
申
奉
存
候
。
心
事
拝
顔
と
。

早
々
以
上

七
月
五
日

捧
天
草
食
野
服
井
中
窺
天
越
人

□
「
博
」
カ文
神
武
礼
楽
用
節
三
巴
問
景
皇
々
帝
々

【
解
説
】

昨
日
の
面
会
に
対
す
る
礼
状
。
一
つ
書
き
の
越
人
体
調
不
良
の
記
事
か

ら
、
⚓
問
景
宛
七
月
四
日
付
と
一
連
の
書
簡
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
場
合
、
年
次
は
、
⚓
と
同
じ
く
享
保
初
年
～
享
保
八
年
と
な
る
。

本
書
簡
の
う
ち
、
戯
名
を
用
い
た
越
人
署
名
と
問
景
宛
名
の
部
分
が
、
宮

本
三
郎
「
越
智
越
人
」（
前
掲
注
⚑
）
に
「
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
手
紙
」
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
宮
本
氏
は
越
人
署
名
を
「
草
食
野
服

井
中
窮、

天
越
人
」
と
読
む
）。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚔
号
〕

柿
衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
越
人
―
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⚕

問
景
宛

十
五
日
付

辻
村
尚
子
「
越
人
筆
問
景
あ
て
書
簡
―『
庭
竃
集
』
の
編
集
―
」（
注
⚓
）

に
掲
載

⚖

問
景
宛

九
月
十
五
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
二
七
・
六
×
三
九
・
五
糎
。

【
翻
字
】

［

］
夜
ハ
御
馳
走
と
申
、
深
更
と
申
、
段
々
毎
度

集
之
儀
ニ
付
可
申
上
様
も
無
御
座
奉
存
候
。

御
礼
ニ
参
上
可
仕
御
事
ニ
候
得
共
、
毎
度
之
御
事
、

大
親
ハ
不
有
親
と
申
候
が
実
ニ
て
御
座
候
。
ち
よ
と

仕
た
る
事
に
ハ
礼
ニ
早
々
参
候
ニ
、
毎
度
〳
〵

大
キ
成
御
真
切
ゆ
へ
返
而
御
無
沙
汰
申
上
候
。

此
比
ニ
拝
顔
ニ
可
申
上
候
。
神
社
考
御
返
し
と

申
上
候
。
久
々
留
置
忝
存
候
。
又
入
鹿
が
最
期

何
月
ニ
御
座
候
哉
。
夏
の
様
ニ
覚
申
候
が
、
王
代
一
覧
に
て

御
覧
被
置
可
被
下
候
。
心
事
近
日
と
。
早
々
以
上

尚
々
忝
奉
存
候
。
も
は
や
後
集
は
本
町

□
「
は
」
カい
か
い
半
分
ニ
仕
候
。
觚
哉
子
と
か
［

］

「
く
せ
」
カ

ね
ば

な
ら
ぬ
と
被
申
候
。

□
れ
一
ツ
如
何
と
私
も
案
じ
事
ニ
御
座
候
。
以
上

九
月
十
五
日

ゟ

問
景
公
人
々
御
中

越
人

【
解
説
】

ご
馳
走
と
「
集
之
儀
」
の
礼
状
。
こ
の
「
集
」
は
『
庭
竃
集
』
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
年
次
を
享
保
十
三
年
と
す
る
。
蘇
我
入
鹿
の
最
期

に
つ
き
、『
日
本
王
代
一
覧
』
で
の
確
認
を
依
頼
す
る
一
文
が
そ
の
根
拠
と

な
る
。『
庭
竃
集
』
上
巻
巻
頭
「
聖
君
」
部
に
は
其
角
発
句
「
天
智
天
皇
／

蘇
我
入
鹿
国
家
を
乱
ら
ん
と
せ
し
に
／
う
ち
治
む
入
鹿
が
首
に
四
海
波
」
が

入
集
す
る
。
こ
の
其
角
句
に
は
季
語
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
季
語
を
持
た
な

い
発
句
に
つ
い
て
、
越
人
は
『
庭
竃
集
』
上
巻
末
尾
に
、「
さ
れ
ば
発
句
の

う
ち
に
、
季
な
し
な
ど
い
ふ
人
も
有
な
む
。
し
か
れ
ど
も
其
一
段
は
古
人
の

式
に
し
た
が
ひ
侍
り
ぬ
。
待
賢
門
の
軍
、
頼
朝
大
仏
供
養
な
ど
、
皆
其
時
の

季
を
持
事
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。
書
簡
の
依
頼
は
、
蘇
我
入
鹿
が
亡
く
な
っ

た
六
月
十
二
日
を
季
（
夏
季
）
と
す
る
た
め
の
確
認
作
業
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
書
簡
で
は
『
本
朝
神
社
考
』
の
返
却
に
言
及
す
る
。
享
保

十
三
年
五
月
十
日
付
問
景
宛
書
簡
（『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』
所
収
）
に
『
王

代
一
覧
』
を
問
景
に
返
却
し
、『
本
朝
神
社
考
』
の
借
用
を
所
望
す
る
記
事

大
手
前
大
学
論
集

第
23
号
（
⚒
⚐
⚒
⚒
）
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が
あ
る
。「
久
々
留
置
忝
存
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
五
月
に
借
用

し
た
書
を
よ
う
や
く
返
却
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
日
本
王
代
一
覧
』

は
林
鵞
峰
が
著
し
た
日
本
通
史
で
、『
本
朝
神
社
考
』
は
林
羅
山
が
儒
学
の

排
仏
主
義
の
立
場
か
ら
著
し
た
神
社
研
究
の
書
で
あ
る
。

尚
々
書
に
よ
れ
ば
、「
後
集
」
に
つ
い
て
觚
哉
子
か
ら
意
見
が
あ
っ
た
模

様
で
あ
る
。
飯
田
正
一
氏
は
、
享
保
十
三
年
九
月
二
十
三
日
付
問
景
宛
越
人

書
簡
に
あ
る
「
前
集
」
の
語
に
つ
い
て
、「
越
人
の
集
で
続
け
て
刊
行
さ
れ

た
の
は
、『
庭
竃
集
』
と
『
猫
の
耳
』（
享
保
一
四
）
以
外
に
な
い
」
こ
と
か
ら
、

『
庭
竃
集
』
を
前
集
、『
猫
の
耳
』
を
後
集
と
す
る
。
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ

る
が
、「
後
集
」
が
『
庭
竃
集
』
下
巻
を
指
す
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
の

余
地
を
残
し
て
お
き
た
い
。『
庭
竃
集
』
は
上
巻
に
故
事
等
を
題
と
す
る
発

句
、
下
巻
に
四
季
発
句
と
連
句
を
収
録
す
る
。
そ
し
て
、
觚
哉
は
『
庭
竃
集
』

上
巻
に
発
句
一
、
下
巻
に
発
句
三
と
歌
仙
一
（「
懐
旧
」
連
衆
、
越
人
・
機
石
・

芝
響
・
觚
哉
）
が
入
集
す
る
。
一
方
、『
猫
の
耳
』
で
は
発
句
一
の
入
集
を

見
る
の
み
で
あ
る
。「
も
は
や
…
」
以
下
の
文
を
、「
も
は
や
下
巻
は
本
町
連

衆
の
連
句
が
半
分
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
觚
哉
が
な
ん
と
か
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
言
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
っ
た
意
で
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
案

と
し
て
示
し
て
お
く
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚕
号
〕

⚗

問
景
宛

九
月
二
十
五
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
一
五
・
九
×
四
二
・
三
糎
。

【
翻
字
】

先
日
者
緩
々
［

］

然
者
其
節
申
上
候
通
［

］

弥
々
御
出
可
被
下
候
。
長
者
町
へ

参
候
筈
ニ
仕
置
候
。
扨
ハ
御
句
等
之

思
召
共
も
尽
明
日
ハ
埒
明
可
申
候
。

御
隙
等
入
候
御
事
も
御
座
可

有
奉
存
候
へ
共
、
乍
自
由
今
日

之
内
ニ
御
隙
御
約
被
置
、
明
日
ハ

朝
食
上
り
候
ハ
ヾ
御
出
被
遊
候
様
ニ

被
遊
可
被
下
候
。
と
か
く
集
の
儀
ハ

簑
笠
、
貴
公
様
の
御
影
ニ
て

無
御
座
候
へ
バ
、
埒
明
不
申
候
。
御
存

知
之
通
、
外
之
衆
中
ニ
句
之
談
□

等
仕
る
人
も
無
御
座
候
。
大
キ
成

御
苦
労
ニ
御
座
候
へ
共
、
四
日
市
を

御
乗
出
し
と
被
思
召
、
偏
ニ
〳
〵

柿
衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
越
人
―

（ ）
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御
た
す
け
可
被
下
候
。
心
事

明
日
拝
顔
。
以
上

尚
々

簑
笠
子
へ
も
其
段

申
遣
候
。
以
上

九
月
廿
五
日

ゟ

□
「
問
」
カ景
公
人
々
御
中

越
人

【
解
説
】

問
景
に
「
集
」
の
相
談
を
す
る
べ
く
、
明
日
の
来
訪
を
願
う
書
簡
。
越
人
・

問
景
・
簑
笠
（『
冬
の
日
』
連
衆
の
一
人
、
材
木
商
重
五
の
子
）
の
三
人
で

の
会
合
の
心
積
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

問
景
と
簑
笠
は
、
越
人
の
編
ん
だ
『
鵲
尾
冠
』、『
三
つ
の
か
ほ
』、『
庭
竃

集
』、『
猫
の
耳
』
の
全
て
に
参
加
し
て
お
り
、
書
簡
に
い
う
「
集
」
が
い
ず

れ
で
あ
る
の
か
、
本
書
簡
の
内
容
か
ら
は
決
め
得
な
い
が
、『
庭
竃
集
』
の

編
集
に
関
わ
る
、
⚖
九
月
十
五
日
付
問
景
宛
等
と
一
連
の
も
の
と
見
て
、

年
次
を
享
保
十
三
年
と
し
て
お
く
。
書
簡
に
越
人
は
、「
句
の
相
談
が
で
き

る
人
は
他
に
い
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
撰
集
の
編
集
に
お
い
て
、
問
景
と

簑
笠
を
頼
り
に
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。〔

柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚖
号
〕

⚘

問
景
宛

十
月
十
六
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
二
三
・
七
×
二
四
・
二
糎
。

【
翻
字
】

先
日
以
来
御
物
遠
ニ
奉
存
候
。
弥
御
そ
く
才
ニ

御
座
被
成
候
哉
。
扨
ハ
御
取
込
之
中
ニ
御
座
候
へ
共
、

前
集
も
は
や
校
合
本
斗
ニ
罷
成
候
間
、

何
と
ぞ
乍
御
苦
労
簑
笠
子
ニ
ハ
毎
度
御
会
合

被
仰
合
、
出
来
仕
候
様
ニ
奉
頼
上
存
候
。
巾
下

辺
ゟ
ハ
、
も
は
や
京
ゟ
本
下
り
候
哉
な
ど
申
候
。

徧
マ
マ
（
偏
）ニ
〳
ニ〵
御
両
所
之
御
苦
労
之
上
ニ
罷
成
候
間

奉
頼
存
候
。
心
事
貴
面
。
頓
首
再
拝

十
月
十
六
日

ゟ

□
「
問
」
カ景
公
玉
几
下

越
人

【
解
説
】

「
前
集
」
が
校
正
段
階
に
入
っ
た
の
で
、
簑
笠
と
会
合
を
持
ち
、
出
版
に

向
け
て
努
め
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
手
紙
。「
巾
下
」（
現
在
の
名
古
屋
市
西

区
の
一
帯
）
か
ら
も
刊
行
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
、
と
あ
り
、
い
よ
い
よ
出

版
時
期
が
近
づ
き
、
編
集
作
業
が
大
詰
め
に
入
っ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え

大
手
前
大
学
論
集

第
23
号
（
⚒
⚐
⚒
⚒
）
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る
。「
前
集
」
に
つ
い
て
は
、
⚖
九
月
十
五
日
付
問
景
宛
の
解
説
参
照
。『
庭

竃
集
』
に
関
わ
る
一
連
の
書
簡
と
見
て
、
年
次
を
享
保
十
三
年
と
す
る
。『
庭

竃
集
』
の
刊
記
に
は
「
享
保
涒
灘
歳
孟
冬
甲
子
之
日
」
と
あ
り
、
江
戸
須
原

茂
兵
衛
、
京
都
河
南
四
郎
右
衛
門
、
名
古
屋
木
村
理
兵
衛
の
版
元
の
名
が
並

ぶ
。
刊
行
月
に
つ
い
て
は
、『
俳
文
学
大
辞
典
普
及
版
』（
平
成
二
十
年
、

角
川
学
芸
出
版
）
に
「
孟
冬
」
よ
り
十
月
の
出
版
と
す
る
。
た
だ
し
、
享
保

十
三
年
の
「
甲
子
之
日
」
は
十
一
月
十
八
日
。
書
簡
か
ら
う
か
が
え
る
進
捗

状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
実
際
に
は
、
十
一
月
の
刊
行
と
な
っ
た
か
、
不

詳
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚗
号
〕

⚙

問
景
宛

十
二
月
二
十
三
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
一
六
・
〇
×
六
七
・
〇
糎
。

【
翻
字
】

昨
日
者
御
手
帖
、
殊
ニ
以

御
酒
一
樽
被
掛
尊
意
、
扨
々

忝
奉
存
候
。
罷
出
候
間
御
報
も

不
申
上
候
。
先
以
御
父
子
様

共
ニ
御
勇
健
珍
重
目
出
度
、

野
老
無
異
儀
罷
有
候
。
如

尊
意
当
年
と
申
上
候
も
最
早

無
余
日
罷
成
申
候
。
別
而

其
辺
ハ
御
事
繁
多
ニ
御
座
可

被
成
奉
存
候
。
緩
々
得
御
意
候

儀
ハ
年
内
ハ
御
座
有
間
敷

奉
存
候
。
来
春
可
申
上
候
。

其
内
私
儀
年
頭
之
御
礼

ニ
ハ
十
年
以
来
出
不
申
候

間
、
其
段
も
慮
外
御
免

可
被
下
候
。
御
尊
父
様
へ
も
乍
慮
外

申
上
候
由
奉
頼
上
存
候
。

心
事
来
陽
可

申
上
と
。
早
々
以
上

尚
々
御
深
志
之
儀
共

忝
奉
存
候
。
又
月
並
料
之
儀

仰
被
下
候
。
私
も
し
か
と
覚
候
ハ
無
御
ざ
候
。

宿
之
者
共
申
候
ハ
五
六
度
程
之

様
ニ
覚
申
候
よ
し
申
候
。
其
内

相
違
も
可
有
御
座
候
間
、
能
比
ニ
御
覚
之
通

ニ
可
被
成
候
。
以
上

柿
衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
越
人
―

（ ）
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十
二
月
廿
三
日

ゟ

□
「
問
」
カ景
公
尊
答

越
人

【
解
説
】

問
景
か
ら
歳
暮
に
酒
一
樽
が
贈
ら
れ
た
の
に
対
す
る
礼
状
。
歳
末
の
礼
と

し
て
、
紙
面
を
ゆ
っ
た
り
と
使
い
、
丁
寧
に
認
め
て
い
る
。
年
次
は
不
明
。

尚
々
書
で
は
問
景
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
月
並
料
に
つ
い
て
、
回
数
の

記
憶
が
確
か
で
は
な
い
の
で
、
問
景
に
任
せ
る
由
、
記
し
て
い
る
。
大
礒
義

雄
氏
が
紹
介
さ
れ
た
十
二
月
二
十
七
日
付
の
問
景
宛
越
人
書
簡
は
、
歳
末
の

御
祝
儀
の
礼
状
で
、
問
景
が
撰
集
の
出
版
費
用
と
見
ら
れ
る
二
両
を
立
て
替

え
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
⚔
）。
問
景
が
経
済
的
に
豊
か
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚘
号
〕

10

志
厚
宛

六
月
十
七
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
軸
装
一
幅
。
本
紙
一
四
・
八
×
五
〇
・
一
糎
。

【
翻
字
】

昨
日
者
御
手
帖
ニ
御
座
候
へ
共
、

う
ど
ん
奉
加
ニ
昼
前
ゟ
出
候
て

夜
九
つ
比
ニ
帰
宅
故
、
御
報
も

不
申
上
候
。
貴
公
様
津
嶋
ニ
て

心
太
ニ
御
腹
中
味
御
不
快
之
由
、

結
句
悪
水
流
の
夕
立
に
て

御
養
生
ニ
ハ
天
下
一
之
事
ニ

奉
存
候
。
そ
れ
ハ
当
分
之
儀
、

御
無
事
ニ
而
津
嶋
迄
此
大
暑
ニ

行
幸
之
御
は
り
、
目
出
度
奉
存
候
。

野
夫
も
当
春
相
煩
候
大
病

後
ハ
、
ち
よ
こ
〳
〵
茶
碗
屋
之

地
震
に
て
欠
申
候
て
、
殊
之
外

草
伏
マ
マ（
臥
）申
候
。
世
ニ
居
候
儀
、
間
も

な
き
年
ニ
候
へ
共
、
後
生
之

た
く
は
へ
露
程
も
無
御
座
候
間
、

今
更
迷
惑
仕
候
。
そ
こ
ら
ニ
若

御
願
ひ
置
之
屑
ニ
て
も
候
ハ
ヾ
、

少
づ
ゝ
可
被
下
候
。
余
リ
我
等
ハ
願
ひ

無
御
座
候
。
ケ
様
申
が
、
ま
だ
欲
の

皮
ニ
御
座
候
。
蒔
ぬ
種
の
荒
畑

持
人
の
木
綿
粟
稗
取
時
ニ
、

俄
ニ
其
部
ニ
ハ
交
ま
じ
く
候
。

大
手
前
大
学
論
集

第
23
号
（
⚒
⚐
⚒
⚒
）

（ ）
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ゑ
の
こ
ろ
草
、
蚊
屋
釣
草
之

ぬ
し
と
見
へ
お
か
し
。

以
上

六
月
十
七
日

越
人

志
厚
公
貴
報

【
解
説
】

志
厚
の
体
調
不
良
見
舞
い
と
自
身
の
近
況
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
綴
る
。
志
厚
は
越
人
の
撰
集
で
は
『
猫
の
耳
』（
享
保
十
四
年
）
に
初
め

て
名
が
見
え
る
。
晩
年
の
門
人
。
詳
し
い
伝
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
本
書

簡
は
『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』
に
『
思
文
閣
古
書
資
料
第
十
八
号
附
録
』（
昭

和
三
十
四
年
）
所
収
写
真
に
拠
り
載
る
も
の
で
あ
る
。
書
簡
年
次
に
つ
い
て

は
、
飯
田
氏
が
「
晩
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
よ
う
に
、
志
厚
と
の
関

わ
り
か
ら
晩
年
の
書
簡
と
見
て
お
く
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚒
⚙
号
〕

柿
衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
越
人
―

（ ）
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11

石
杖
宛

七
月
十
二
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
一
紙
。
本
紙
二
四
・
〇
×
一
八
・
八
糎
。

【
翻
字
】

貴
札
拝
見
。
弥
御
無
事
目
出
度
、

料
之
儀
、
是
ニ
て
ハ
多
ク
御
座
候
へ
ど
も
、

と
か
く
受
取
置
、
過
ハ
重
而
之
御
事
ニ

可
仕
候
。
折
節
病
人
も
御
座
候
間
早
々

ニ
申
上
候
。
金
子
壱
歩
預
り
置
申
候
。

以
上

七
月
十
二
日

ゟ

石
杖
公
貴
報
［

］

「
越
人
」
カ

【
解
説
】

金
子
一
歩
の
請
取
状
。「
料
」
と
の
み
あ
り
、
歳
旦
帳
料
（
歳
旦
帳
の
入

句
料
）、
点
巻
料
（
俳
諧
巻
の
加
点
料
）、
集
料
（
撰
集
へ
の
入
集
料
）
の
い

ず
れ
か
が
考
え
ら
れ
る
。
七
月
と
い
う
時
期
か
ら
歳
旦
帳
料
と
は
考
え
難

く
、
ま
た
、
宛
名
の
石
杖
の
名
を
享
保
期
の
越
人
撰
集
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
点
巻
料
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
相
場
よ
り
多
額

で
あ
っ
た
た
め
、
次
回
の
点
巻
料
と
し
て
預
か
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
、
と
返

信
す
る
。
書
簡
に
は
、
越
人
宅
に
病
人
の
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
注
目
さ
れ

る
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
書
簡
の
年
次
は
不
明
。
筆
蹟
と
料
紙
が
他
の

書
簡
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
享
保
期
の
書
簡
と
見
て
お
く
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚓
⚐
号
〕

12

門
左
衛
門
宛

九
月
六
日
付

【
書
誌
】

紙
本
墨
書
軸
装
一
幅
。
本
紙
二
三
・
五
×
三
四
・
〇
糎
。

【
翻
字
】

此
間
者
御
物
遠
ニ
奉
存
候
。
弥

御
無
事
ニ
御
座
被
成
候
哉
。
御
見
廻

も
不
申
上
御
無
沙
汰
仕
候
。
仍
而

此
茸
只
今
も
ら
ひ
申
候
。

乍
徴
マ
マ（
微
）少
送
り
し
ん
じ
申
上
候
。

其
内
貴
面
ニ
可
申
上
と
。
早
々
以
上

尚
々
御
息
処
ニ
可
得
御
意
候
へ
共

此
間
ハ
御
物
遠
ニ
奉
存
候
。
以
上

九
月
六
日

越
人

門
左
衛
門
様

大
手
前
大
学
論
集

第
23
号
（
⚒
⚐
⚒
⚒
）

（ ）
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【
解
説
】

ご
無
沙
汰
の
挨
拶
と
と
も
に
、
茸
を
お
裾
分
け
す
る
。
宛
名
の
門
左
衛
門

に
つ
い
て
は
不
明
。
筆
蹟
か
ら
享
保
期
の
書
簡
と
見
て
お
く
。

〔
柿
衞
文
庫
翻
刻
⚑
⚓
⚑
号
〕

注

（
1
）
越
人
の
評
伝
に
つ
い
て
は
、
宮
本
三
郎
「
越
智
越
人
」（『
蕉
風
俳
諧
論
考
』

昭
和
四
十
九
年
、
笠
間
書
院
）
に
詳
し
い
。

（
2
）
「
俳
文
学
報
」
第
五
十
六
号
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
3
）
「
俳
文
学
報
」
第
五
十
一
号
、
二
〇
一
七
年
十
月

（
4
）
大
礒
義
雄
「
越
人
書
簡
問
景
宛
新
出
二
通
」。
初
出
「
国
語
国
文
学
報
」
昭

和
四
十
四
年
三
月
。『
芭
蕉
と
蕉
門
俳
人
』
平
成
九
年
、
八
木
書
店
所
収
。

同
書
簡
は
『
蕉
門
俳
人
書
簡
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

＊
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
⚒
⚑
Ｋ
⚒
⚐
⚐
⚐
⚒
の
助
成
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。柿

衞
文
庫
所
蔵
の
俳
人
書
簡
―
越
人
―

（ ）
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